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３月１日

１
月
27
日
、
市
役
所
大
会
議
室

で
、
遊
び
な
が
ら
郷
土
の
こ
と
を

学
ぼ
う
と
、
カ
ル
タ
取
り
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
各
校
区
か
ら

選
ば
れ
た
10
チ
ー
ム
、
90
人
の
小

学
生
た
ち
。
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
し
て
き
た
と
い
う
チ
ー
ム
も
あ

っ
て
、
白
熱
し
た
競
技
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

団
体
戦

▽
優
勝
　
天
神
山
小
　
▽
準
優
勝
　
春

日
北
小
　
▽
第
３
位
　
春
日
東
小

個
人
戦

▽
優
勝
　
金
子

か
ね
こ

昌
司

ま
さ
し

（
春
日
小
２
年
）

▽
準
優
勝
　
藤
野
慎
也

ふ
じ
の
し
ん
や

（
春
日
北
小
４

年
）

▽
第
３
位
　
坂
口
龍
大

さ
か
ぐ
ち
り
ゅ
う
た

（
天
神

山
小
６
年
）

特
別
賞
（
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ル
タ
取
り
）

▽
唐
津

か
ら
つ

由
紀
ゆ

き

（
春
日
東
小
６
年
）
▽
坂さ
か

口
龍
大

ぐ
ち
り
ゅ
う
た

（
天
神
山
小
６
年
）

▽
藤
野
ふ
じ
の

慎
也

し
ん
や

（
春
日
北
小
４
年
）

▽
近
藤

こ
ん
ど
う

由ゆ

美
子

み

こ

（
春
日
東
小
４
年
）

▽
金
子

か
ね
こ

昌ま
さ

司し

（
春
日
小
２
年
）

坂
口

さ
か
ぐ
ち

み
ほ
ろ

（
天
神
山
小
２
年
）

春
日
市
の
風
土
、
歴
史
な

ど
を
折
り
込
ん
だ
「
郷
土
か

る
た
」
は
、
市
役
所
の
市
民

課
窓
口
で
、
１，

３
０
０
円

で
販
売
中
で
す
。
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講習内容（パソコンの基礎操作）
○文書の作成

○インターネットの利用方法

○電子メールの利用方法

対象 このＩＴ講習会をはじめて受講する20歳

以上の人で、１コースの全日程を受講で

きる人（中途でのコース変更は不可）

定員 各コース20人（申込多数の場合は抽選）

受講料 無料

※　教材費として、１，０００円程度必要です。

申込方法 記入例を参考にハガキで3月１6日

(金)（当日消印有効）までに申し込む

※ 申し込みは１人1枚に限ります。受講決定

者には、後日、受講カードを郵送します。

申込先 ＩＴ講習会担当（〒816－８５０１

春日市役所）

問い合わせ先 企画情報課情報推進担当

�（584）１１４４

市民のパソコンの基礎技能の修得を目的に、ＩＴ講習会を開催します。
今回（第2期）実施するのは、下白水南、上白水、白水池、日の出町、岡本、大和町、須玖南、昇町、若葉台東、弥生、
大谷の各地区公民館です。
そのほかの地区の公民館については、７月から12月にかけて、順次開講します。

�
�

下白水南�
�
�
�

上 白 水�
�
�
�

白 水 池�
�
�
�

日の出町�
�
�
�

岡　　本�
�
�
�

大 和 町�
�
�
�

須 玖 南�
�
�
�

昇　　町�
�
�
�

若葉台東�
�
�
�

弥　　生�
�
�
�

大　　谷�
�

公民館�コース�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F�
A�
B�
C�
F

時 間 帯�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30�
  9:00～12:00�
13:30～16:30�
18:30～21:30�
  9:00～16:30

コ ー ス 日 程 �
4月   9日 ��
4月   9日 ��
4月   9日 ��
4月 14日 ��
4月 17日 ��
4月 17日 ��
4月 17日 ��
4月 21日 ��
4月 24日 ��
4月 24日 ��
4月 24日 ��
4月 28日 ��
5月   7日 ��
5月   7日 ��
5月   7日 ��
5月 12日 ��
5月 15日 ��
5月 15日 ��
5月 15日 ��
5月 19日 ��
5月 22日 ��
5月 22日 ��
5月 22日 ��
5月 26日 ��
5月 29日 ��
5月 29日 ��
5月 29日 ��
6月   2日 ��
6月   5日 ��
6月   5日 ��
6月   5日 ��
6月   9日 ��
6月 11日 ��
6月 11日 ��
6月 11日 ��
6月 16日 ��
6月 18日 ��
6月 18日 ��
6月 18日 ��
6月 23日 ��
6月 25日 ��
6月 25日 ��
6月 25日 ��
6月 30日 ��

4月 10日 ��
4月 10日 ��
4月 10日 ��
4月 15日 ��
4月 18日 ��
4月 18日 ��
4月 18日 ��
4月 22日 ��
4月 25日 ��
4月 25日 ��
4月 25日 ��
4月 29日 ��
5月   8日 ��
5月   8日 ��
5月   8日 ��
5月 13日 ��
5月 16日 ��
5月 16日 ��
5月 16日 ��
5月 20日 ��
5月 23日 ��
5月 23日 ��
5月 23日 ��
5月 27日 ��
5月 30日 ��
5月 30日 �
5月 30日 �
6月   3日 ��
6月   6日 ��
6月   6日 ��
6月   6日 ��
6月 10日 ��
6月 12日�
6月 12日 ��
6月 12日 ��
6月 17日 ��
6月 19日 ��
6月 19日 ��
6月 19日 ��
6月 24日 ��
6月 26日 ��
6月 26日 ��
6月 26日 ��
7月  1日 ��

4月 12日 ��
4月 12日 ��
4月 12日 ��
�
4月 19日 ��
4月 19日 ��
4月 19日 ��
�
4月 26日 ��
4月 26日 ��
4月 26日 ��
�
5月   9日��
5月   9日 ��
5月   9日 ��
�
5月 17日 ��
5月 17日 ��
5月 17日 ��
�
5月 24日 ��
5月 24日 ��
5月 24日 ��
�
5月 31日 ��
5月 31日 ��
5月 31日 ��
�
6月   7日 ��
6月   7日 ��
6月   7日 ��
�
6月 13日 ��
6月 13日��
6月 13日��
�
6月 21日 ��
6月 21日 ��
6月 21日 ��
�
6月 28日 �
6月 28日 �
6月 28日 ��

4月 13日 ��
4月 13日 ��
4月 13日 ��
�
4月 20日 ��
4月 20日 ��
4月 20日 ��
�
4月 27日 ��
4月 27日 ��
4月 27日 ��
�
5月 11日 ��
5月 11日 ��
5月 11日 ��
�
5月 18日 ��
5月 18日 ��
5月 18日 ��
�
5月 25日 ��
5月 25日 ��
5月 25日 ��
�
6月   1日 ��
6月   1日 ��
6月   1日 ��
�
6月   8日 ��
6月   8日 ��
6月   8日 ��
�
6月 15日 ��
6月 15日 ��
6月 15日 ��
�
6月 22日 ��
6月 22日 ��
6月 22日 ��
�
6月 29日 ��
6月 29日 ��
6月 29日 ��

パソコン無料講習会　日程表（各コースとも内容は同じ）�

申込ハガキの記入例

第２期ＩＴ講習会受講申込
①住所　
②氏名　
③生年月日　
④電話番号　
⑤第１希望の会場（公民館）・コース
⑥第２希望の会場（公民館）・コース

第2期無料パソコン講習会（ＩＴ講習会）�
申込受付　3月1日（木）～16日（金）�

今後の予定
u第３期（受付　６月１日～15日）

若葉台西、泉、天神山、桜ケ丘、ちくし

台、小倉東、春日、塚原台、光町、春日

公園、春日原南

u第４期（受付　９月３日～17日）

小倉、春日原、宝町、下白水北、千歳町、

平田台、紅葉ケ丘、松ケ丘、惣利、須玖

北
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市内の自転車放置禁止区域では、毎日、市が委託した指導員が、違法駐輪
防止の指導を行っています。度重なる指導や警告にもかかわらず違法駐輪を
繰り返す自転車は、「春日市自転車の放置防止に関する条例」に従って撤去さ
れることにもなります。そうならないよう、また安全で住みよい街づくりの
ためにも、マナー良く、駐輪場を利用するようにしましょう。

「
自
転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
」
の

委
員
と
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
市
民
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
駐
輪
場
や
放
置
自

転
車
対
策
に
つ
い
て
市
長
か
ら
意
見
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
の
都
度
、
開

か
れ
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
安
全

な
利
用
や
駐
車
対
策
に
つ
い
て
調
査
、

審
議
を
行
い
ま
す
。

募
集
人
員

３
人

対
象

20
歳
以
上
の
市
民
（
市
の
附
属

機
関
な
ど
の
委
員
は
除
く
）

任
期

２
年
（
６
月
か
ら
の
予
定
）

開
催
日

随
時

※

過
去
５
年
間
の
開
催
実
績
は
、
１

年
あ
た
り
０
〜
５
回
で
す
。

応
募
方
法

３
月
30
日
�
ま
で
に
「
放

置
自
転
車
を
見
て
思
う
こ
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
１，

２
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
た
作
文
を
提

出
す
る
（
郵
送
可
）

※

余
白
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
歴

ま
た
は
経
歴
、
応
募
の
動
機
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

提
出
書
類
に
よ
り
審
査
し

て
決
定
す
る
（
提
出
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

交
通
安
全
担
当
（
〒
816
―
８
５

０
１
春
日
市
役
所
）

JR博多南駅の周辺は、「那珂川町自転車放置禁止区

域」となっています。

駅前には、市営無料駐輪場が歩道部分に設けられて

いますから、きちんと並べて止めましょう。

乱雑に自転車を止められると、歩行者が通れなくな

ってしまいます。

もし、ここがいっぱいの時は、無理に止めず、駅向

かいの「那珂川町営有料駐輪場」を利用してください。

�
�
�

�
�
�

西鉄春日原駅とJR春日駅の周辺は、「自転車放置禁

止区域」です。

たとえ短時間でも道路や歩道に自転車を止められる

と、人や車の通行の妨げとなります。

通勤や通学、買い物などはもちろん、ちょっとした

用事でも、自転車を止めるときは、近くの駐輪場を利

用するよう心がけましょう。

Ｊ Ｒ 博 多 南 駅

�

�
�
�

�
�

西鉄春日原駅とＪＲ春日駅

v
西
鉄
春
日
原
駅
か
ら
歩
い

て
１
〜
２
分
。
龍
神
池
駐
輪

場
の
入
口
で
す

v
自
転
車
が
歩
道
を
ふ
さ

い
で
い
ま
す

防　犯 盗難にあったときのために、自転車の防犯登録をしましょう。（道路管理課）
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筑
紫
交
通
安
全
協
会

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

無
料
レ
ン
タ
ル

児
童
を
人
と
し
て
尊
び
、
社
会

の
一
員
と
し
て
重
ん
じ
、
よ
い
環

境
で
育
て
る
と
い
う
児
童
憲
章
の

精
神
を
基
に
、
昨
年
11
月
、
児
童

虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律

（
児
童
虐
待
防
止
法
）
が
作
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
虐
待
の

事
件
は
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
何
が
虐
待
に
当
た
る

の
か
？
」
「
し
つ
け
と
の
違
い

は
？
」
な
ど
、
戸
惑
う
こ
と
も
多

い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
例
を
上
げ
、

児
童
虐
待
と
は
何
な
の
か
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
か
ど
う
か
は
、
子
ど
も
の

側
か
ら
見
て
虐
待
に
当
た
る
か
ど
う
か

で
判
断
し
ま
す
。
親
の
意
図
と
は
無
関

係
で
す
。
た
と
え
、
親
が

”子
ど
も
の

た
め
“

”子
ど
も
が
か
わ
い
い
か
ら
“

”し
つ
け
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
“

と

考
え
て
も
、
「
子
ど
も
に
と
っ
て
有
害

な
行
為
」
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で

す
。

大
き
く
分
け
る
と
、①
身
体
的
虐
待
、

②
性
的
虐
待
、
③
心
理
的
虐
待
、
④
ネ

グ
レ
ク
ト
（
養
育
怠
慢
）
、
の
４
つ
の

行
為
が
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

身
体
的
虐
待
と
は
・
・
・

○
ケ
ガ
な
ど
の
外
傷
を
負
わ
せ
る

▽
打
撲
傷
▽
あ
ざ
（
内
出
血
）
▽
骨

折
▽
頭
部
外
傷
▽
刺
傷
▽
タ
バ
コ
に

よ
る
ヤ
ケ
ド

○
生
命
に
危
険
の
あ
る
暴
行

▽
首
を
締
め
る
▽
殴
る
▽
け
る
▽
投

げ
落
と
す
▽
熱
湯
を
か
け
る
▽
布
団

で
窒
息
さ
せ
る
▽
お
ぼ
れ
さ
せ
る
▽

逆
さ
つ
り
▽
異
物
を
飲
ま
せ
る
▽
寒

い
戸
外
に
締
め
出
す
▽
一
室
に
閉
じ

込
め
る

性
的
虐
待
と
は
・
・
・

○
性
的
行
為

▽
子
ど
も
と
の
性
交
▽
性
的
暴
行
▽

性
的
行
為
を
強
要
し
た
り
仕
向
け
る

た
り
す
る
行
為

○
性
器
や
性
交
を
見
せ
る

○
ポ
ル
ノ
写
真
や
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
な
ど

の
モ
デ
ル
を
強
要
す
る

心
理
的
虐
待
と
は
・
・
・

○
言
葉
に
よ
る
脅
し
や
脅
迫

○
無
視
や
拒
否
的
態
度
を
と
る

○
心
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
繰
り
返
す

○
他
の
兄
弟
と
、
著
し
く
差
別
的
な
扱

い
を
す
る

ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
怠
慢
）
と
は
・
・

○
健
康
・
安
全
へ
の
配
慮
を
怠
る

▽
家
に
閉
じ
込
め
る
（
登
校
さ
せ
な

い
）
▽
重
い
病
気
で
も
病
院
へ
連
れ

て
行
か
な
い
▽
乳
幼
児
を
家
に
残
し

て
度
々
外
出
す
る
▽
車
の
中
に
放
置

す
る

○
子
ど
も
の
情
緒
的
欲
求
に
応
じ
な
い

（
愛
情
を
断
ち
切
る
）

○
衣
・
食
・
住
が
極
端
に
不
適
当

▽
適
切
な
食
事
を
与
え
な
い
▽
下
着

な
ど
長
期
間
ひ
ど
く
不
潔
な
ま
ま
に

す
る
▽
極
端
に
不
潔
な
環
境
の
中
で

生
活
さ
せ
る
な
ど

▽
親
が
パ
チ
ン
コ
に
熱
中
し
て
、
乳
幼

児
を
自
動
車
の
中
に
放
置
。
そ
の
た

め
に
熱
中
症
で
子
ど
も
が
死
亡
し
た

▽
乳
幼
児
だ
け
を
家
に
残
し
て
親
が
外

出
中
に
火
災
で
焼
死
し
た

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト（
養

育
怠
慢
）
に
当
た
り
ま
す
。

児
童
虐
待
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
児

童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
・
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

虐
待
は
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。

発
見
が
遅
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
子
ど

も
の
心
身
の
傷
は
深
く
な
り
ま
す
。

あ
な
た
が
、
「
も
し
か
し
て
虐
待
で

は
？
」
と
思
わ
れ
る
行
為
を
、
「
し
た

り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
」
し
た
時
は
、

児
童
相
談
所
な
ど
に
連
絡
・
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
、

子
ど
も
の
命
を
救
う
こ
と
に
も
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

連
絡
先

▽
福
岡
県
中
央
児
童
相
談
所

�
（
586
）
０
０
２
３

▽
春
日
市
こ
ど
も
未
来
課

家
庭
児
童
相
談
室

�
（
584
）
１
１
１
１

▽
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

▽
主
任
児
童
委
員

児
童
虐
待
防
止
法

ど
う
い
っ
た
行
為
が
虐
待
に
当

た
り
ま
す
か
？

児
童
虐
待
？
と
思
っ
た
ら

連
絡
・
相
談
を
！

乳
幼
児
の
安
全
確
保
の
た
め
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。

貸
出
期
間

４
月
２
日
�
〜
９
月
21
日

�

対
象

自
動
車
運
転
免
許
証
（
免
許
証

に
記
載
の
住
所
が
春
日
市
、
大

野
城
市
、
太
宰
府
市
、
筑
紫
野

市
、
那
珂
川
町
に
限
る
）
を
持

っ
て
い
る
人

※

交
通
安
全
協
会
会
員
を
優
先
し
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
12
日
�
〜
23
日
�

（
平
日
の
み
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

持
っ
て
く
る
も
の

自
動
車
運
転
免
許

証
、
印
か
ん
、
交
通
安
全
協
会

会
員
証
（
会
員
の
み
）

申
込
方
法

協
会
窓
口
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会
（
筑
紫
野
市
二
日
市
南

４
―
８
―
33
）

�
（
924
）
０
０
６
６

児
童
虐
待
と
は
？

よ
く
あ
る
こ
ん
な
事
件

こ
れ
も
虐
待
で
す
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現
在
、
地
球
上
の
各
国
に
は
、
国
と

国
と
の
差
別
や
国
の
中
で
の
差
別
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
差
別
に
関
す

る
決
ま
り
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
生

ま
れ
て
き
て
か
ら
そ
れ
を
約
束
し
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
差
別
が
起
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

差
別
の
中
で
有
名
な
の
が
「
黒
人
と

白
人
」の
皮
膚
の
色
に
よ
る
差
別
で
す
。

で
も
差
別
の
決
ま
り
で
は
、「
第
二
条
、

差
別
の
禁
止
　
す
べ
て
の
人
は
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治

上
、
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
、
若
し

く
は
、
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
、

そ
の
他
の
地
位
又
は
、
こ
れ
に
類
す
る

い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け

る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す

べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有

き
ょ
う
ゆ
う

す
る
こ

と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
の
に
、
そ
の

こ
と
で
戦
争
を
起
こ
し
た
り
、
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
決
ま
り
は
あ
る
の
に
、
国
が

約
束
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
差
別
は
起
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
私
達
子
供

も
身
近
に
差
別
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
私
達
子
供
の
中
で
よ
く

あ
る
の
が
テ
ス
ト
を
返
さ
れ
た
時
に
起

こ
る
も
の
で
す
。
ど
う
い
う
の
か
と
い

う
と
、

「
ま
た
あ
の
子
六
十
点
取
っ
て
る
バ
カ

だ
な
。」

「
あ
い
つ
同
じ
所
ま
ち
が
え
て
る
。
だ

か
ら
み
ん
な
で
仲
間
は
ず
れ
に
し
て
や

る
。」

と
、
い
う
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
ば

か
に
し
た
言
い
方
を
す
る
の
で
は
な
く

相
手
を
思
い
や
っ
て
考
え
て
言
う
と
差

別
の
よ
う
な
言
葉
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
逆
に
ば
か
に
し
た
言
い
方
で
言

う
と
、
自
分
は
、
差
別
し
て
な
い
つ
も

り
で
も
、
相
手
に
と
っ
て
は
、
き
ず
つ

い
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
様
に
気
が

付
か
な
い
所
で
差
別
し
な
い
よ
う
に
思

い
や
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
様
に
な
り
た
い

で
す
。

こ
の
他
に
も
差
別
は
あ
り
ま
す
。
親

が
子
供
を
差
別
す
る
時
、
い
や
、
親
が

男
女
差
別
す
る
と
き
で
す
。

例
え
ば
、
子
供
が
将
来
を
話
し
て
い
る

時
、

「
ぼ
く
、
大
人
に
な
っ
た
ら
よ
う
ち
園

の
先
生
に
な
り
た
い
ん
だ
。」

と
、
話
す
と
、

「
え
っ
ー
、
男
の
子
な
の
に
よ
う
ち
園

の
先
生
？
」

女
の
子
が
、

「
わ
た
し
、
将
来
は
、
バ
ス
の
運
転
手

に
な
り
た
い
の
。」

と
、
話
す
と
、

「
女
の
子
で
バ
ス
の
運
転
手
は
お
か
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

と
、
言
わ
れ
た
場
合
、
本
当
は
何
で
も

や
っ
て
い
い
の
に
、
そ
れ
は
自
由
な
の

に
、
こ
の
二
人
は
、
男
の
子
は
よ
う
ち

園
の
先
生
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
女

の
子
は
、
バ
ス
の
運
転
手
に
な
っ
て
は

お
か
し
い
。

と
、
覚
え
自
分
の
友
達
が
同
じ
様
に
、

「
ぼ
く
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い

な
。」

と
言
っ
た
時
、
親
か
ら
い
け
な
い
と
言

わ
れ
た
子
は
、

「
男
の
子
が
、
よ
う
ち
園
の
先
生
に
な

る
と
い
け
な
い
ん
だ
ぞ
。」

こ
れ
が
女
の
子
で
も
、
友
達
が
同
じ

様
に

「
わ
た
し
、
バ
ス
の
運
転
手
だ
よ
。」

と
言
う
と
、
親
に
お
か
し
い
と
言
わ
れ

た
子
は

「
女
の
子
が
バ
ス
の
運
転
手
に
な
る
の

は
、
お
か
し
い
の
よ
。」

と
、
違
っ
た
こ
と
を
教
え
ま
す
。
ど
う

見
て
も
、
こ
れ
は
、
お
か
し
い
こ
と
で

そ
ん
な
決
ま
り
は
ど
こ
に
も
無
い
の
で

す
。
男
の
子
が
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
も
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で

も
、
お
花
屋
さ
ん
で
も
、
看
護
士
で
も
、

全
然
お
か
し
い
こ
と
で
は
無
い
し
、
女

ら
し
い
職
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
女
の

子
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
も
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
選
手
で
も
、
病
院
の
お
医
者
さ
ん
で

も
、
運
転
手
で
も
、
男
ら
し
く
も
な
い

し
、お
か
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

女
ら
し
い
と
か
男
ら
し
い
と
か
で
職
業

を
決
め
る
の
で
は
無
く
、
自
由
に
決
め

て
良
い
の
で
す
。
体
が
不
自
由
な
人
で

も
、
そ
の
職
業
に
応
え
ら
れ
る
の
さ
え

選
ぶ
の
な
ら
働
い
て
も
良
い
の
で
す
。

同
じ
地
球
の
上
に
住
ん
で
い
る
し
、
同

じ
人
間
だ
か
ら
差
別
す
る
こ
と
は
必
要

の
無
い
こ
と
で
す
。
大
き
い
差
別
を
無

く
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
私
達
子
供

に
出
来
る
の
は
、
友
達
を
思
い
や
っ
て

気
付
か
な
い
所
で
の
差
別
や
、
自
由
に

出
来
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
で
小
さ

な
差
別
は
無
く
す
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。

（
原
文
の
と
お
り
）

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
前
年
中

に
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

所
得
が
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の
対

象
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
税
に
は
所

得
税
や
市
民
税
の
よ
う
な
特
別
控
除
の

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
前
年
中
に
土
地
や
建
物

な
ど
を
売
却
し
た
人
は
、
国
民
健
康
保

険
税
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
の
被
害
に
よ
る
け
が
の
治

療
に
も
、
自
分
の
国
保
の
保
険
証
を
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
必
ず
市
役
所
へ
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
用
紙
は
市
役

所
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
他
人
に
け
が
を
さ
せ
ら

れ
た
り
、
よ
そ
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

り
し
た
と
き
な
ど
に
も
自
分
の
保
険
証

が
使
え
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

譲
渡
所
得
に
は
国
保
税
が
か

か
り
ま
す

交
通
事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
ら

昨年、市が市内の小・中・高校生から募集した「男女平等」についての作文
659点の中から、入選作品６点を１点づつ紹介します。
家族みんなで読んで、男女平等について一緒に話し合ってみませんか。

天神山小学校６年

入江
いりえ

麻美
ま み

差
別
な
い
未
来
へ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

写真は、お子さんの顔が大きく
写っているもので、裏にお子さん
の氏名（ふりがな）、生年月日、住
所、電話番号を書き、秘書広報課
広報広聴担当まで郵送ください。
対象は３歳までで、４月１日ま

での到着分の中から抽選で決定し
ます。

５月生まれのお子さん募集中

保
健
婦
、
栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

を
行
い
ま
す
。
離
乳
食
、
育
児
、
予
防

接
種
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
な
ど
の
計
測

も
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
21
日
�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

春
日
公
園
公
民
館
（
春
日
公
園

団
地
内
21
棟
隣
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

博
多
南
郵
便
局
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
の
一
日
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必
要

で
す
。

日
時

３
月
７
日
�

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

博
多
南
郵
便
局
（
福
岡
市
博
多

区
元
町
２
―
２
―
12
）

相
談
内
容
・
定
員

▽
法
律
相
談
・
６
人

▽
税
務
相
談
・
６
人

▽
年
金
相
談
・
４
人

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

博
多
南
郵
便

局�
（
581
）
０
２
７
１

収
入
の
少
な
い
人
を
対
象
に
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
程

３
月
７
日
、
14
日
、
21
日
（
い

ず
れ
も
水
曜
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場

天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー
内
（
福

岡
市
中
央
区
渡
辺
通
５
―
23
―

８
サ
ン
ラ
イ
ト
ビ
ル
３
階
）

定
員

各
18
人

※

希
望
す
る
人
は
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
収
入
状
況

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

法
律
扶
助
協

会
福
岡
県
支
部

�
（
741
）
０
９
９
４

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
、
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
相
談
な

ど
を
受
け
る
、「
”女
性
に
対
す
る
暴
力
“

ち
く
し
１
日
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
３
月
８
日
の
国
際
女
性
デ

ー
に
合
わ
せ
、
筑
紫
地
区
（
春
日
市
、

大
野
城
市
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
、

相
　
　
談

す
く
す
く
育
児
相
談

嶋
村

し
ま
む
ら

俊
寛

と
し
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
10
年
３
月
26
日
生

法
律
扶
助
協
会
福
岡
県
支
部

無
料
法
律
相
談

那
珂
川
町
）
と
ア
ジ
ア
女
性
セ
ン
タ
ー

が
共
同
で
行
う
も
の
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
日

３
月
８
日
�

開
設
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
し
、
障
害

の
あ
る
人
と
な
い
人
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
文
化
祭
で
す
。

障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
文
化
・
芸
術

活
動
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
11
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ク
ロ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
お
よ
び
大
ホ
ー
ル

（
原
町
３
―
１
―
７
）

内
容

○
ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

▽
知
的
障
害
者
で
構
成
す
る
プ
ロ
の

合
奏
団
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の
公
演
　

（
午
前
10
時
〜
11
時
）

▽
器
楽
演
奏
・
合
唱
・
舞
踏
・
演
劇

な
ど
（
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
）

○
大
ホ
ー
ル

▽
盲
導
犬
協
会
の
活
動
、
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、
障
害
者
擬
似
体
験
な
ど

の
福
祉
活
動
紹
介
（
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
）

▽
障
害
者
が
製
作
し
た
製
品
の
販
売
　

（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
社
会
参
加

推
進
セ
ン
タ
ー
（
県
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
）

�
（
584
）
６
０
６
７

5
（
584
）
６
０
６
９

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
記
念
樹
・

記
念
碑
実
行
委
員
会
が
１
年
か
け
て
取

り
組
ん
で
き
た
「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」
を
記
念
す
る
植
樹
と
記
念
碑
の

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時

３
月
10
日
�

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

会
場

春
日
市
役
所
東
入
口（
Ｊ
Ｒ
側
）

前
広
場

※

式
典
に
続
い
て
お
茶
席
も
準
備
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
記
念
樹
・
記
念
碑
実
行
委

員
会

▽
中
嶋

な
か
し
ま

�
（
501
）
１
０
３
５

▽
春
口

は
る
ぐ
ち

�
（
584
）
６
３
５
５
（
5
兼

用
）

博
多
南
郵
便
局

暮
ら
し
の
相
談

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談

「
ち
く
し
１
日
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

�
（
513
）
７
３
３
３

催
　
　
し

第
１
回

福
岡
県
障
害
者
文
化
祭

市
役
所
で
男
女
共
同
参
画
の

記
念
植
樹

参
加
し
ま
せ
ん
か



7

天
体
望
遠
鏡
で
夜
空
の
星
を
眺
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
17
日
�

午
後
７
時
〜
９
時
（
予
定
）

※

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛う

し

頸く
び

）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

募
集
人
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

※
　
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
３
月
17
日
分
」
と
記
入
し
、
３

月
９
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

「
星
の
館
観
望
会
」
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

日
本
人
の
暮
ら
し
が
一
変
し
た
激
動

の
20
世
紀
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
21
世
紀
の
暮
ら
し
は
ど

う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
…
。

こ
の
講
演
会
は
、
私
た
ち
が
使
っ
て

き
た
生
活
用
具
や

”生
活
の
知
恵
“
な

ど
身
近
な
こ
と
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の

疑
問
に
答
え
て
く
れ
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

３
月
３
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
―
57
）

講
師

高
山

た
か
や
ま

慶
太
郎

け
い
た
ろ
う

さ
ん
（
須
恵
町
教

育
委
員
会
）

定
員

80
人
程
度
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館�
（
501
）
１
１
４
４

※

同
資
料
館
で
は
、
民
俗
企
画
展「
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
　
い
ま
む
か
し
」

を
３
月
11
日
�
ま
で
開
催
中
で
す
。

ぜ
ひ
、
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

春
日
市
子
ど
も
文
庫
・
読
書
サ
ー
ク

ル
連
絡
会
に
よ
る
夜
ば
な
し
の
会
で
す
。

今
回
も
楽
し
い
お
は
な
し
を
た
く
さ

ん
用
意
し
て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
３
日
�
午
後
７
時
〜
８
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会

室
Ｂ
（
大
谷
６
―
24
）

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
民
図
書
館

�
（
584
）
４
６
４
６

『
毛け

一
里

い

ち

り

』

こ
れ
は
天
神
山
地
区
の
長
濱

な
が
は
ま

須
美
雄

す

み

お

さ
ん
（
今
年
97
歳
）
か
ら
聞
い
た
こ
と

わ
ざ
で
す
。

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、
長
濱
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
は
自
宅
か
ら
少
し
離
れ
た
場

所
に
、
農
具
な
ど
を
入
れ
る
物
置
き
小

屋
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
鍬く

わ

や

鎌か
ま

、
犁す

き

な
ど
の
ほ
か
に
、
た
く
さ
ん
の

わ
ら
製
品
が
、
壁
に
掛
け
ら
れ
た
り
、

天
井
の
梁は

り

か
ら
下
げ
ら
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
太
縄
、
細
縄
、
組
み
ひ
も
の

よ
う
な
横
び
ろ
の
縄
、
わ
ら
蓑み

の

、
ぞ
う

り
、
牛
の
沓く

つ

、
畚ふ

ご

（
わ
ら
で
編
ん
だ
カ

ゴ
）
な
ど
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ
ら
れ

て
い
て
、
ま
る
で
芸
術
品
の
収
納
庫
の

よ
う
で
し
た
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
そ
こ
に
置
い

て
あ
っ
た
わ
ら
細
工
は
、
そ
の
昔
、
長

濱
さ
ん
が
筑
紫
郡
の
青
年
団
藁わ

ら

工
芸
品

評
会
で
、
特
等
賞
や
一
等
賞
に
入
賞
し

た
作
品
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
そ
の
わ
ら
細
工
を
前
に
、
長

濱
さ
ん
が
文
頭
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
を

説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
ら
じ
や
ぞ

う
り
の
裏
に
は
、
わ
ら
の
継
ぎ
差
し
の

わ
ら
し
べ
（
稲
の
茎
）
が
２
〜
３
㎝
ほ

ど
ピ
ン
ピ
ン
と
毛
の
よ
う
に
出
て
い
ま

す
。
わ
ら
じ
や
ぞ
う
り
は
、
こ
の
わ
ら

し
べ
が
一
本
多
い
と
、
１
里
（
４
㎞
）

余
分
に
長
持
ち
す
る
と
い
う
こ
と
だ
そ

う
で
す
。

昭
和
の
初
め
に
広
く
地
下
た
び
が
出

回
る
以
前
、
農
山
村
で
は
、
遠
出
の
と

き
は
わ
ら
じ
が
け
か
、
ぞ
う
り
、
ま
た

は
下
駄

げ

た

ば
き
で
し
た
。

つ
い
で
に
、
こ
こ
で
わ
ら
じ
と
ぞ
う

り
の
違
い
を
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

わ
ら
じ
は
構
造
が
複
雑
で
、
足
を
の

せ
る
台
と
、
か
か
と
を
受
け
止
め
る
た

め
の
か
え
し

●

●

●

、
足
の
甲
の
と
こ
ろ
で
結

ぶ
紐
、
そ
し
て
そ
の
紐
を
通
す
乳

ち(

ち
ち)

の
４

つ
の
部
分
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
わ
ら

じ
は
ぞ
う
り
に
比
べ
て
作
り
方
も
難
し

く
、
頑
丈
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
か
、
わ
ら
じ
作
り
は
男
の
仕
事
と

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
わ
ら
じ
は
、

一
日
15
足
、
ぞ
う
り
は
20
足
作
る
の
が

一
人
役

い
ち
に
ん
や
く

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

わ
ら
じ
の
こ
と
で
、
小
倉
地
区
で
こ

ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
大
正
の
終
わ

り
に
、
小
倉
地
区
の
青
年
25
人
が
、
年

中
行
事
の
”篠
栗
参

さ
さ
ぐ
り
ま
い

り
“
を
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
う
ち
地
下
た
び
を
は
い
て
き

た
の
は
３
人
で
し
た
。
そ
の
３
人
は
、

途
中
で
何
度
も
地
下
た
び
の
裏
を
見
て

は
「
ま
ー
だ
減
ら
ん
、
ま
ー
だ
減
ら
ん
」

と
自
慢
し
た
り
、
不
思
議
が
っ
た
り
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

ぞ
う
り
に
つ
い
て
、
『
春
日
市
史
・

民
俗
編
』
に
は
「
明
治
後
期
の
学
生
で
、

昇
町
か
ら
歩
い
て
２
時
間
が
か
り
で
修

猷
館
に
通
っ
た
人
は
、
ぞ
う
り
が
切
れ

て
帰
り
は
い
つ
も
は
だ
し
で
あ
っ
た
」

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
し
て
あ
り

ま
す
。

わ
ら
し
べ
一
本
の
大
切
さ
が
わ
か
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
づ
み

実
用
の
こ
と
わ
ざ
　
そ
の
１

266

星
の
観
望
会

夜
に
み
ん
な
で
「
語
り
」
を
楽
し

も
う
　
夜
ば
な
し
の
会

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
講
演
会

「
身
の
回
り
の
道
具
に
見
る
暮
ら
し
の

移
り
変
わ
り
〜
世
紀
を
こ
え
て
〜
」



温
水
プ
ー
ル
で
行
う
水
泳
教
室
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ア
ク
ア
キ
ッ
ズ
（
水
中
体
操
）

水
泳
指
導
に
入
る
前
の
、
水
に
慣
れ

親
し
む
た
め
の
教
室
で
す
。

対
象

小
学
１
〜
６
年
生

定
員

30
人

日
程

４
月
１
日
〜
５
月
27
日
（
４
月

29
日
を
除
く
毎
週
日
曜
日
　
全

８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

○
小
学
生
（
低
学
年
）
水
泳
教
室

対
象

小
学
１
〜
３
年
生
ま
で
の
水
の

苦
手
な
児
童

定
員

30
人

日
程

４
月
３
日
〜
６
月
５
日
（
４
月

17
日
、
５
月
15
日
を
除
く
毎
週

火
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

○
小
学
生
（
高
学
年
）
水
泳
教
室

対
象

小
学
４
〜
６
年
生
ま
で
の
水
の

苦
手
な
児
童

定
員

30
人

日
程

４
月
５
日
〜
５
月
31
日
（
５
月

３
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
　
全

８
回
）

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

○
シ
ニ
ア
水
泳
教
室

対
象

40
歳
以
上
の
泳
ぎ
の
苦
手
な
人

定
員

30
人

日
程

４
月
４
日
〜
５
月
23
日
（
毎
週

水
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

○
初
め
て
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
行
う
エ
ア
　

ロ
ビ
ク
ス
で
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
心
肺
機

能
の
強
化
に
効
果
的
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人

定
員

30
人

日
程

４
月
６
日
〜
６
月
１
日
（
５
月

４
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
　
全

８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
Ｂ
・
Ｃ
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
経
験
者

定
員

各
30
人

▽
Ｂ
教
室

日
程

４
月
６
日
〜
６
月
１
日
（
５

月
４
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日

全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

▽
Ｃ
教
室

日
程

４
月
７
日
〜
６
月
２
日
（
５

月
５
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日

全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

※

い
ず
れ
の
教
室
も
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
当
選
者
に

の
み
通
知
し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６
―
28
）

受
講
料

１
教
室
２，

０
０
０
円
（
施

8

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

土
江

つ

ち

え

翔か
け
る

ち
ゃ
ん
（
伯
玄
町
）

平
成
11
年
３
月
３
日
生

大
野

お
お
の

凌
佑

り
ょ
う
す
け

ち
ゃ
ん
（
小
倉
東
）

平
成
12
年
３
月
６
日
生

本
田

ほ
ん
だ

琴
子

こ
と
こ

ち
ゃ
ん
（
弥
生
）

平
成
12
年
３
月
14
日
生

設
使
用
料
金
を
含
む
）

申
込
方
法

３
月
18
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

希
望
す
る
教
室
名
、
住
所
、
郵

便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
（
学
年
）
、
性
別
、
電
話

番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�
（
915
）
３
５
０
０

5
（
585
）
１
６
３
４

美
容
や
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
解
消

に
も
効
果
が
あ
る
、
気
功
と
太
極
拳
の

一
日
無
料
体
験
教
室
で
す
。

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
17
日
�

午
後
１
時
〜
５
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　
　
　
　

（
大
谷
６
―
28
）

定
員

20
人

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人

申
込
方
法

３
月
14
日
�
午
後
７
時
ま

で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

相
良

さ

が

ら

�
（
501
）
１
７
１
９
（
5
兼
用
）

日
時

３
月
25
日
�
　
午
前
９
時
15
分

〜
（
受
付
　
午
前
９
時
〜
）

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

（
大
谷
６
―
28
）

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

種
目

▽
小
学
生
　
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス

▽
中
学
生
　
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス

▽
初
心
者
（
高
校
生
以
上
で
、
経
験
年

数
３
年
以
内
の
人
。３
年
以
上
で
も
、

主
催
者
の
承
認
を
得
れ
ば
出
場
で
き

ま
す
）

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

使
用
球

水
鳥
球

参
加
費

一
人
１
種
目
１，

０
０
０
円

（
小
・
中
学
生
は
３
０
０
円
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
電
話
番

号
、
出
場
種
目
を
記
入
し
３
月

10
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

藤
野

ふ

じ

の

ノ
ブ
子

（
〒
816
―
０
８
０
７
宝
町
１
―

１
―
１
―
３
０
２
）

�
（
585
）
８
１
７
７

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

（
４
月
開
講
）
参
加
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ

小
・
中
学
生
、
初
心
者

Ｃ
級
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

春
日
太
極
拳
１
日
教
室

参
加
者
募
集
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項
を
記
入
し
、
資
格
を
証
明
す

る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
３
月

15
日
�
ま
で
に
直
接
提
出
す
る

選
考

面
接
に
よ
り
決
定
（
面
接
は
３

月
下
旬
の
予
定
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

（
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

�
（
575
）
４
１
２
１

春
日
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

楽
し
く
て
、
役
に
立
つ
講
座
を
開
講
し

ま
す
。

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

期
間

５
月
８
日
�
〜
11
月
６
日
�

（
８
月
14
日
お
よ
び
第
３
週

を
除
く
毎
週
火
曜
日
　
全
20

回
）

場
所

ハ
ミ
ン
グ
バ
ー
ド
（
大
野
城

市
牛
頸
）

定
員

10
人

○
魚
を
使
っ
た
料
理
教
室

期
間

５
月
８
日
�
〜
７
月
24
日
�

（
第
２
・
４
火
曜
日
　
全
６

回
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料

理
講
習
室
（
大
谷
６
―
24
）

定
員

20
人

○
ゆ
か
た
着
付
け
教
室

市
は
「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、
市

民
の
た
め
の
交
通
安
全
運
動
」
を
推
進

す
る
交
通
安
全
指
導
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

指
導
員
に
は
、
地
域
住
民
に
交
通
安

全
の
考
え
を
広
め
る
活
動
や
、
通
学
児

童
の
安
全
誘
導
（
月
２
回
）
な
ど
を
行

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
住
む
20
歳
か
ら
70
歳
未

満
の
人

募
集
人
員

若
干
名

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

任
期

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

報
酬

年
額
２
８，

０
０
０
円
と
、
活

動
に
応
じ
日
額
３，

０
０
０
円

を
支
給

※
　
制
服
・
制
帽
な
ど
は
貸
与
し
ま
す
。

応
募
方
法

３
月
21
日
�
ま
で
に
、
窓

口
の
申
込
書
で
直
接
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

交
通
安
全
担
当

文
化
財
の
発
掘
調
査
や
整
理
作
業
が

生
じ
た
と
き
に
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
行
い
ま

す
。

勤
務
日

月
に
12
日
以
内
（
平
日
）

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

業
務
内
容

屋
外
で
の
発
掘
作
業
や
出

土
品
の
整
理
作
業
な
ど

賃
金

市
の
臨
時
職
員
規
定
に
よ
る

登
録
方
法

市
指
定
の
「
臨
時
職
員
登

録
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
す
る

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課

�
（
501
）
１
１
４
４

中
央
公
民
館
の
仕
事
の
企
画
・
実
施

な
ど
、
社
会
教
育
全
般
に
関
す
る
事
務

を
行
う
社
会
教
育
指
導
員（
嘱
託
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

２
人

対
象

社
会
教
育
主
事
の
資
格
を
持
つ

人
、
ま
た
は
社
会
教
育
の
経
験

が
あ
る
人

雇
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
31
日

勤
務
条
件

週
５
日
勤
務
（
社
会
保
険

有
り
）

報
酬

月
額
１
８
１，

４
０
０
円

応
募
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

期
間

５
月
９
日
�
〜
６
月
27
日
�

（
毎
週
水
曜
日
　
全
８
回
）

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
集

会
室
Ｂ

定
員

20
人

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

期
間

５
月
10
日
�
〜
７
月
26
日
�

（
毎
週
木
曜
日
　
全
12
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

（
大
谷
６
―
28
）

定
員

30
人

○
使
え
る
日
常
英
会
話

期
間

５
月
10
日
�
〜
９
月
27
日
�

（
８
月
16
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
　
全
20
回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

定
員

20
人

○
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
教
室

期
間

５
月
11
日
�
〜
８
月
24
日
�

（
第
２
・
４
金
曜
日
　
全
８

回
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

定
員

20
人

時
間

午
後
７
時
〜
９
時
（
ゴ
ル
フ
教

室
は
午
後
７
時
30
分
か
ら
）

対
象

16
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
働
い
て

い
る
人
で
、
市
内
に
居
住
も
し

く
は
勤
務
し
て
い
る
人

受
講
料

１
講
座
一
人
１，

０
０
０
円

※

別
途
実
費
が
必
要
な
講
座
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座

名（
１
講
座
に
つ
き
１
枚
）、
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
勤
務

先
を
記
入
し
、
４
月
２
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
す
る

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

�
（
571
）
３
２
３
４

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
よ

る
、
母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦
の
自
立
促

進
の
た
め
の
講
習
会
で
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
。

期
間

４
月
17
日
�
〜
５
月
17
日
�

（
計
21
日
間
）

※

日
時
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

会
場

前
原
市
働
く
婦
人
の
家
（
前
原

市
神
在
１
０
４
８
―
１
）

内
容

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
、

ワ
ー
プ
ロ
「
ワ
ー
ド
」
３
級
検

定
受
検
ま
で
を
指
導

受
講
料

無
料
（
教
材
費
お
よ
び
検
定

料
９，
７
０
０
円
は
自
己
負
担
）

定
員

20
人

申
込
方
法

市
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
に

備
え
つ
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
３
月
21
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
（
〒
816
―
０

８
０
４
原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号
）

�
（
584
）
３
９
２
２

講
座
・
講
習

春
日
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
養
講
座
（
前
期
）

受
講
生
募
集

交
通
安
全
指
導
員

募
集
し
ま
す
募
　
　
集

社
会
教
育
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）
募
集

平
成
13
年
度
文
化
財
調
査

臨
時
職
員
登
録
受
付
中

母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
プ
ロ
）
講
習
会
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長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
し
た
技
術
講

習
会
で
す
。

①
経
理
・
初
級
（
日
商
簿
記
３
級
合
格

を
目
標
）

期
間

４
月
４
日
�
〜
６
月
８
日
�

（
原
則
と
し
て
毎
週
火
・
金

曜
日
　
計
21
日
間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
　

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

１
―
17
―
１
）

定
員

30
人
（
面
接
の
う
え
選
考
）

②
パ
ソ
コ
ン
初
級
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

知
識
と
操
作
を
習
得
）

期
間

４
月
11
日
�
〜
５
月
18
日
�

（
原
則
と
し
て
毎
週
火
〜
金

曜
日
　
計
21
日
間
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

前
原
市
働
く
婦
人
の
家
（
前

原
市
神
在
１
０
４
８
―
１
）

定
員

20
人
（
面
接
の
う
え
選
考
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
な

ど
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法

①
は
３
月
12
日
・
13
日
、

②
は
３
月
15
日
・
16
日
に
電
話

で
申
し
込
む
（
そ
の
と
き
面
接

の
日
時
が
指
定
さ
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー

�
（
473
）
６
９
６
１

高
齢
者
が
、
学
習
を
通
し
て
、
仲
間

づ
く
り
や
社
会
参
加
の
機
会
を
つ
く
る

た
め
の
講
座
で
す
。

受
講
期
間

５
月
30
日
�
〜
平
成
14
年

２
月
28
日
�

対
象

60
歳
以
上
の
筑
紫
地
区
在
住
者

で
、
基
礎
科
目
と
選
択
専
門
科

目
の
両
方
を
受
講
で
き
る
人

○
基
礎
科
目
（
全
員
受
講
）

日
程

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

○
選
択
専
門
科
目

①
歴
史
コ
ー
ス（
筑
紫
地
区
郷
土
史
）、

②
運
動
コ
ー
ス
（
水
中
歩
行
、
太
極

拳
な
ど
）、
③
健
康
雑
学
コ
ー
ス

（
薬
草
、
介
護
、
栄
養
学
な
ど
）

日
程

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

時
間

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

④
書
道
コ
ー
ス
（
ひ
ら
が
な
、
楷
書

な
ど
）
、
⑤
音
楽
コ
ー
ス
（
歌
唱
、

合
奏
、
民
謡
な
ど
）

日
程

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
（
大
野

城
市
曙
町
２
―
３
―
１
）

定
員

各
コ
ー
ス
40
人
（
応
募
多
数
の

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

坂
本

さ
か
も
と

環た
ま
き

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
12
年
３
月
５
日
生

棚
町

た
な
ま
ち

悠
暉

ゆ
う
き

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
北
）

平
成
12
年
３
月
２
日
生

簑
添

み
の
ぞ
え

真
輝

ま
さ
き

ち
ゃ
ん
（
春
日
原
北
町
）

平
成
12
年
３
月
14
日
生

場
合
は
、
初
め
て
の
人
を
優
先

し
、
そ
の
他
は
抽
選
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
３，

０
０

０
円
程
度
の
諸
経
費
と
選
択
専

門
科
目
で
の
教
材
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

申
込
期
間

３
月
１
日
�
〜
30
日
�

※
　
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

申
込
方
法

社
会
教
育
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

（
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

�
（
575
）
４
１
２
１

住
宅
金
融
公
庫
は
、
公
庫
ロ
ー
ン
返

済
が
困
難
な
場
合
、
ロ
ー
ン
返
済
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

①
勤
務
先
な
ど
の
事
情
で
返
済
困
難

で
、
②
収
入
倍
率
（
年
収
／
年
間
総
返

済
額
）
が
４
倍
以
下
か
、
月
収
が
世
帯

人
数
×
６
万
４
千
円
以
下
で
、
③
返
済

条
件
の
変
更
に
よ
り
今
後
の
返
済
が
継

続
で
き
る
場
合
は
、
最
長
で
ロ
ー
ン
の

返
済
期
間
を
10
年
間
延
長
す
る
な
ど
の

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
限

平
成
14
年
３
月
29
日
�

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
福
岡

支
店

�
（
722
）
５
０
１
１

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

縦
覧
期
間

３
月
１
日
�
〜
21
日
�

（
平
日
の
み
）

縦
覧
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
来
庁
す
る
人
の
印
か
ん

▽
代
理
人
の
場
合
は
所
有
者
か
ら
の
委

任
状

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
担
当

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

３
月
14
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
和
室
（
昇
町

１
―
１
２
０
）

講
師

市
図
書
司
書

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�
（
501
）
１
１
３
４

そ

の

他

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン

返
済
条
件
変
更
の
取
り
扱
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

お
見
せ
し
ま
す

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の

技
術
講
習
会

平
成
13
年
度

筑
紫
地
区
高
齢
者
大
学

受
講
生
募
集

子
育
て
教
室
参
加
者
募
集

「
乳
幼
児
の
絵
本
の
紹
介
」
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（
前
回
ま
で
の
あ
ら
す
じ
）

昔
々
あ
る
所
に
、
仕
事
の
役
割
を
交

代
し
た
お
婆
さ
ん
と
お
爺
さ
ん
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
爺
さ
ん
が
川
で
洗
濯
中

に
拾
っ
た
大
き
な
桃
か
ら
、
女
の
子
が

誕
生
。「
桃
子
」
と
名
付
け
ら
れ
、
自

然
の
中
で
の
び
の
び
と
育
ち
ま
し
た
。

や
が
て
成
長
し
た
桃
子
は
、
仲
間
と

と
も
に
鬼
が
島
へ
鬼
退
治
に
。

と
こ
ろ
が
、働
き
過
ぎ
の
鬼
た
ち
は
、

攻
め
て
き
た
桃
子
た
ち
に
立
ち
向
か
う

気
力
な
ど
な
く
、
一
方
、
桃
子
た
ち
も

一
気
に
攻
め
込
も
う
と
は
せ
ず
戦
い
は

長
期
戦
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
「
桃
子
」
は
月
の
も
の

（
生
理
）
で
前
線
を
一
時
退
く
こ
と
に
。

こ
の
よ
う
に
「
桃
子
」
た
ち
の
鬼
退

治
に
臨
む
態
勢
は
、
各
自
の
体
調
や
家

庭
・
地
域
の
事
情
を
考
慮
し
た
し
な
や

か
な
も
の
で
、
だ
れ
も
が
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
桃
子
は
復
帰
す
る
と
、
城

の
内
部
と
鬼
の
各
家
庭
と
に
次
の
よ
う

な
構
想

（
ビ
ジ
ョ
ン
）を
示
し
ま
し
た
。

一
　
男
も
女
も
、「
男
だ
か
ら
」「
女
だ

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
区
別
さ
れ

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
、
品
格
の
あ
る
島
づ
く

り
を
め
ざ
す
。

二
　
安
心
し
て
子
供
を
産
む
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
男
も
女
も
子
育
て
や

家
事
・
介
護
を
し
な
が
ら
仕
事
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
い
し
き

た
り
や
仕
組
み
を
改
め
る
。

三
　
鬼
と
人
間
と
が
、互
い
を
尊
重
し
、

共
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

世
の
中
を
つ
く
る
。

真
っ
先
に
女
鬼
た
ち
か
ら
の
大
き
な

支
持
を
得
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
て
城
に
押
し
寄
せ
ま
す
。
子
ど

も
も
い
ま
す
。
お
年
寄
り
も
い
ま
す
。

城
の
周
り
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
城
の
内
部
に
も
、
こ
の
構
想

に
内
心
拍
手
を
送
る
者
が
少
な
か
ら
ず

い
た
の
で
す
が
、
長
年
の
慣
行
と
「
男

鬼
の
沽
券

こ

け

ん

」
が
邪
魔
を
し
て
、
そ
れ
を

素
直
に
表
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。そ

こ
で
、
活
動
隊

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
人
た
ち
は
、
押

し
寄
せ
た
女
鬼
た
ち
に
歌
を
教
え
て
回

り
ま
し
た
。

桃
子
さ
ん
　
桃
子
さ
ん
　
お
腰
に

つ
け
た
き
び
だ
ん
ご
　
ひ
と
つ
わ

た
し
に
く
だ
さ
い
な

あ
げ
ま
し
ょ
う
　
あ
げ
ま
し
ょ
う

鬼
が
島
再
建
計
画

（
だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く
プ
ラ
ン
）

に
　
つ
い
て
く

る
な
ら
あ
げ
ま
し
ょ
う

時
な
ら
ぬ
歌
声
が
響
き
渡
り
ま
す
。

文
字
ど
お
り
の
四
面
楚
歌
に
、
と
う
と

う
男
鬼
た
ち
の
動
揺
は
頂
点
に
達
し
ま

し
た
。

こ
の
時
、
門
番
の
若
鬼
は
、
自
ら
の

判
断
で
門
を
開
き
、
桃
子
を
迎
え
入
れ

た
の
で
す
。
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
、
男
鬼
た
ち
の
大
半
は
桃
子
の

も
と
に
集
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
鬼
が
島
は
新
し
い
時
代

に
向
け
て
の
第
一
歩
を
記
し
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
桃
子
の

姿
は
村
の
ど
こ
に
も
見
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
ま
る
で
か
き
消
え
た
よ
う
に
い

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

お
婆
さ
ん
も
お
爺
さ
ん
も
涙
を
流
し

て
嘆
き
ま
し
た
。
で
も
、
竹
か
ら
生
ま

れ
た
女
の
子
も
最
後
は
月
に
帰
っ
て
行

っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
聞
い
て
い
た

二
人
に
は
、
実
は
ど
こ
か
に
そ
ん
な
予

感
が
あ
っ
た
の
で
す
。

あ
の
子
は
、
こ
の
世
に
何
か
を
伝
え

る
た
め
に
や
っ
て
来
た
ん
だ
、
と
思
う

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

二
人
は
、
か
つ
て
桃
を
拾
い
上
げ
た

川
の
ほ
と
り
に
、
一
本
の
桃
の
木
を
植

え
ま
し
た
。

木
は
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
、

三
年
を
待
た
ず
し
て
実
を
つ
け
ま
し
た
。

中
に
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
桃
が
あ
り
ま

し
た
。

あ
る
日
、
桃
は
、
ぽ
ろ
り
と
枝
か
ら

離
れ
て
川
に
落
ち
る
と
、
そ
の
ま
ま
ゆ

っ
く
り
と
川
下
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
し

た
・
・
・
。

（
お
し
ま
い
）

「
モ
モ
タ
ロ
ー
・
ノ
ー
・
リ
タ
ー
ン
」

は
、
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
が

い
か
が
で
し
た
か
。

こ
れ
ま
で
の
連
載
を
１
冊
の
本
に
ま

と
め
、
次
の
市
報
（
３
月
15
日
号
）
と

一
緒
に
お
届
け
し
ま
す
。
再
度
お
読
み

い
た
だ
き
、
巻
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
感

想
な
ど
を
書
い
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
人
権
女
性
政
策
課
）

現
代
風
桃
太
郎�

　
　
「
桃
子
の
挑
戦
」�

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
を
小
・

中
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
保

護
者
に
対
し
、
学
校
給
食
費
、
学
用
品

費
、修
学
旅
行
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

対
象

▽
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止
に
な

っ
た
が
、
な
お
経
済
的
に
非
常
に
困

っ
て
い
る
世
帯

▽
平
成
12
年
度
（
ま
た
は
最
新
）
の
市

民
税
に
つ
い
て
世
帯
全
員
が
非
課
税

の
世
帯

▽
平
成
12
年
度
（
ま
た
は
最
新
）
の
市

民
税
の
所
得
割
額
（
定
率
控
除
後
）

が
、
世
帯
の
合
計
で
２
５，

７
０
０

円
以
下
の
世
帯

▽
児
童
扶
養
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
世
帯

▽
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
生
活
状
態
が

悪
く
、
困
っ
て
い
る
世
帯

申
込
方
法

各
小
・
中
学
校
ま
た
は
市

学
校
教
育
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
し
込
む
（
郵
送
不
可
）

持
っ
て
く
る
も
の

世
帯
の
中
で
収
入

が
あ
る
人
全
員
の
平
成
12
年
度

（
ま
た
は
最
新
）
の
市
民
税

（
非
課
税
）
証
明
書
な
ど

※

平
成
12
年
１
月
１
日
以
前
か
ら
春

日
市
に
居
住
し
、
平
成
12
年
度
の
市

民
税
の
申
告
を
し
た
人
の
分
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
受
付
日

３
月
20
日
�
以
降
随
時

（
た
だ
し
、
４
月
分
の
締
め
切

り
は
４
月
16
日
�
）

※

現
在
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
人

も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

”ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
“
を
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容

▽
３
月
19
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

車
イ
ス
体
験

▽
３
月
21
日
�
　
午
前
10
時
〜
正
午

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

▽
３
月
22
日
�
　
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
　
施
設
活
動
体
験

▽
３
月
23
日
�
　
午
前
11
時
〜
午
後
１

時
　
お
も
ち
ゃ
図
書
館
体
験

※
　
希
望
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

会
場

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
３

―
１
０
１
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

か
す
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
（
501
）
１
１
３
６

就
学
援
助
の
申
し
込
み

継
続
の
場
合
も
手
続
き
が
必
要
で
す

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」
参
加
者
募
集
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

現
在
、
お
持
ち
の
平
成
12
年
度
分
の

納
付
書
は
、
４
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
13
年
度
の
保
険
料
は
月
額
１
３，

３
０
０
円
（
平
成
12
年
度
と
同
額
）
で

す
。こ

れ
を
一
定
期
間
分
ま
と
め
て
支
払

う
こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。前

納
す
る
と
割
引
が
あ
り
、
納
め
忘

れ
も
な
く
て
便
利
で
す
。

○
１
年
分
前
納
の
場
合

毎
月
納
付
す
る
と
、

年
間
１
５
９，

６
０
０
円
が
、

↓

１
５
６，

７
７
０
円

と
な
り
、
２，

８
３
０
円
の
割
引
と

な
り
ま
す
。

○
半
年
分
前
納
の
場
合

毎
月
納
付
す
る
と
、

半
年
分
７
９，

８
０
０
円
が
、

↓

７
９，

１
５
０
円

と
な
り
、
６
５
０
円
の
割
引
と
な
り

ま
す
。

※

割
引
額
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
現
在
、
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人

４
月
に
郵
送
す
る
平
成
13
年
度
国
民

年
金
保
険
料
納
付
書
に
前
納
用
（
１
年

分
）
の
納
付
書
が
付
い
て
い
ま
す
。
近

く
の
金
融
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

○
現
在
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
人

▽
新
規
に
前
納
を
希
望
す
る
人

３
月
中
に
郵
送
さ
れ
て
く
る
「
口
座

振
替
ご
利
用
の
皆
様
へ
」
に
付
い
て

い
る
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▽
平
成
12
年
度
に
口
座
振
替
で
前
納
し

た
人自

動
的
に
平
成
13
年
度
も
前
納
に

な
り
ま
す
。
新
た
に
手
続
き
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

逆
に
、
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

を
や
め
た
い
場
合
（
月
ご
と
の
振

り
替
え
に
戻
し
た
い
場
合
）
も
、

同
じ
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※

半
年
分
前
納
な
ど
を
希
望
す
る

場
合
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
国
保
年
金
課
年
金
担
当
）

先
方
へ
の
電
話
は
、
３
月
１
日
以
降
に

お
願
い
し
ま
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

●
都
市
ガ
ス
レ
ン
ジ
（
リ
ン
ナ
イ
）
▽

幅
59
㎝
、
奥
行
き
42
㎝
、
高
さ
18
㎝
▽

新
品
▽
黒
色
▽
１
万
円
▽
大
山

お
お
や
ま

�（
582
）

８
３
２
９

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

●
須
玖
幼
稚
園
の
制
服
（
男
児
用
）
▽

ブ
ラ
ウ
ス
、
ズ
ボ
ン
、
体
操
服
▽
１
２

０
〜
１
３
０
㎝
▽
無
料
で
▽
末
武

す
え
た
け

�

（
593
）
１
０
７
２

●
泉
ヶ
丘
幼
稚
園
の
制
服
（
男
児
用
）

▽
１
２
０
㎝
ぐ
ら
い
▽
無
料
で
▽
岡
本

お
か
も
と

�
（
593
）
０
５
０
３

●
振
袖
・
振
袖
用
長
襦
袢

じ
ゅ
ば
ん

・
和
装
用
ボ

デ
ィ
▽
着
付
け
練
習
用
▽
古
く
て
も
可

▽
格
安
で
▽
小
川

お

が

わ

�
（
501
）
９
３
９
３

●
聖
書
・
賛
美
歌
集
▽
で
き
れ
ば
無
料

で
▽
三
谷

み

た

に

�
（
571
）
１
８
５
２

《
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
は
》

■
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
（
と
く
名
は

不
可
）、
電
話
番
号
、
品
物
名
（
色
、

サ
イ
ズ
、
特
徴
な
ど
詳
し
く
）
、
有
料

・
無
料
の
別
（
有
料
の
場
合
は
１
万
円

を
上
限
と
す
る
希
望
価
格
）
な
ど
を
書

い
て
市
役
所
秘
書
広
報
課
に
送
っ
て
く

だ
さ
い
。

※

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
進
め
る
た
め
の
伝
言
板
で
す
。
営

利
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。な

お
、
品
物
の
引
き
取
り
方
法
や

ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
直
接
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

ゴミ処理には、たくさんの費用がかかります。また、ゴミ処理施設の

処理能力や、処分場の容量もだんだん限界に近づいています。

かといって、処理施設や処分場を新たに建設することも困難です。

大切な地球の資源をムダ使いしないためにも、ゴミの減量にご協力く

ださい。

u古紙（新聞紙、雑誌、チラシ、段ボールなど）と古布（古着、タオル、
シーツ、毛布など）は地域の集団回収に出しましょう。

uペットボトルは必ずキャップを取り、水ですすいで指定袋に入れて出
しましょう。

u生ゴミは、水をよく切って出しましょう。
（環境対策課）

４月１日から、春日大野城リサイクルプラザへ自分で燃えないゴミを

持ちこんだ場合の処理料金が変わります。

●４月１日から、一部の地区でゴミ出し日が変わります

●リサイクルプラザ処理料金が変わります

●ゴミの減量にご協力を

ど
れ
ぐ
ら
い
安
く
な
る
の
？

前
納
の
方
法
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21
世
紀
を
迎
え
た
ば
か
り
の
あ
る
日
、

Ｔ
市
に
住
む
友
人
宅
を
訪
ね
た
。

彼
女
は
、
毎
朝
５
時
半
に
起
き
て
１

時
間
半
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
言

う
。
そ
こ
で
私
も
奮
起
し
て
、
彼
女
と

と
も
に
、
久
し
ぶ
り
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に

挑
戦
し
た
。
髪
の
毛
も
逆
立
つ
ほ
ど
寒

風
が
強
く
、
向
か
い
風
に
あ
お
ら
れ
て

押
し
戻
さ
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、

砂
利
を
踏
み
し
め
ひ
た
す
ら
走
っ
た
。

四
方
に
眠
る
山
々
は
、
夕
照

せ
き
し
ょ
う

受
け
て

ぼ
ん
や
り
輝
き
、
麦
畑
で
働
く
人
の
姿

は
ま
ば
ら
。
見
渡
す
限
り
延
々
と
続
く

田
畑
の
素
晴
ら
し
い
大
自
然
に
い
だ
か

れ
て
心
が
は
ず
み
「
ワ
ー
、
す
ご
い
!!
」

と
思
わ
ず
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。

冬
ざ
れ
の
土
手
の
渕ふ

ち

の
枯
草
が
寒
風

に
な
ぶ
ら
れ
な
が
ら
悲
鳴
を
上
げ
て
い

た
が
、
ふ
と
足
元
を
見
つ
め
る
と
、
も

う
そ
こ
に
は
菜
の
花
が
つ
ぼ
み
を
つ
け
、

一
、二
輪
可
憐

か

れ

ん

な
花
を
咲
か
せ
て
い
た
。

力
い
っ
ぱ
い
緑
の
大
葉
を
地
上
に
這は

わ

せ
て
太
陽
の
恵
を
受
け
な
が
ら
…
。

春
は
も
う
近
い
。
や
が
て
菜
の
花
や

ツ
ク
シ
、
イ
ヌ
フ
グ
リ
が
こ
の
土
手
を

飾
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
思
い
を
馳は

せ
な

が
ら
、
幼
い
日
に
見
た
春
の
夜
の
大
き

な
朧

お
ぼ
ろ

月
と
、
菜
の
花
の
幻
想
的
な
美
し

い
風
景
が
脳
裏
に
よ
み
が
え
り
、
木
枯

し
吹
き
す
さ
ぶ
厳
寒
を
し
ば
し
忘
れ
た

ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

四
季
の
移
ろ
い
は
早
い
。
待
た
れ
る

春
。春
の
足
音
が
か
す
か
に
聞
こ
え
る
。

今
年
は
巳
年
。
民
話
伝
承
な
ど
蛇
に

ま
つ
わ
る
話
に
は
執
念
深
い
物
語
が
多

い
よ
う
だ
。
昨
今
は
蛇
を
見
か
け
る
こ

と
も
少
く
な
っ
た
が
、
今
で
も
道
端
に

横
た
わ
っ
た
ヒ
モ
を
見
る
と
、
蛇
で
は

な
い
か
と
体
が
す
く
ん
で
し
ま
う
。

30
年
前
の
出
来
事
。
そ
の
こ
ろ
家
の

周
辺
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
。
田
ん
ぼ
に
は

ワ
ラ
が
高
く
積
ん
で
あ
り
、
そ
こ
は
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
て
、

い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
な
か
っ
た
。

あ
る
日
、
犬
小
屋
の
寝
床
用
に
、
良

く
乾
燥
し
た
ワ
ラ
を
取
り
に
行
っ
た
。

ワ
ラ
を
つ
か
み
手
前
に
引
っ
張
っ
た
時
、

�　はがきに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所秘書
　　　広報課「みてみてきいて」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

吉
満

よ
し
み
つ

さ
か
え

菜
の
花

何
か
が
頭
の
上
に
ド
サ
ッ
ト
落
ち
て
き

て
、す
る
り
と
田
ん
ぼ
へ
滑
り
落
ち
た
。

見
る
と
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
大
き
な
青
大

将
だ
っ
た
。
昼
寝
を
し
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
、
急
に
起
こ
さ
れ
驚
い
た
に
違
い

な
い
が
、
私
も
仰
天
、
腰
を
抜
か
し
て

ヘ
ナ
ヘ
ナ
と
尻し

り

を
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

巻
き
付
か
れ
は
し
な
い
か
と
い
う
恐
怖

心
に
体
が
金
縛
り
に
な
り
、
息
も
で
き

な
い
有
様
。
そ
の
私
を
尻
目
に
、
蛇
は

や
お
ら
か
ま
首
を
も
た
げ
、
黒
い
舌
を

ペ
ロ
ペ
ロ
と
出
し
、
ぬ
め
ぬ
め
と
青
光

り
し
た
姿
態
を
く
ね
ら
せ
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
田
を
横
切
り
、
草

む
ら
に
消
え
た
。

そ
の
数
分
間
の
出
来
事
が
何
と
も
長

く
感
じ
ら
れ
、
今
も
首
筋
あ
た
り
に
蛇

の
ひ
ん
や
り
し
た
感
触
が
甦

よ
み
が
え
る
。
も
う

そ
ろ
そ
ろ
、
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
脱
皮
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
…
。

昨
年
11
月
、
「
春
日
市
国
際
交
流
の

翼
」に
副
団
長
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

行
き
先
は
、
高
雄
か
ら
台
北
ま
で
の
台

湾
縦
断
。
４
泊
５
日
の
楽
し
い
旅
で
し

た
。台

湾
は
、
日
本
と
同
じ
漢
字
圏
の
た

め
、
同
意
語
が
多
く
分
か
り
や
す
い
場

合
が
多
い
の
で
す
が
、
中
に
は
発
想
や

感
性
の
違
い
に
よ
る
の
か
、
意
味
の
異

な
る
漢
字
も
あ
り
ま
し
た
。

空
港
に
は
、
入
境
（
到
着
）
、
転
機

（
乗
換
）、
準
時
（
定
時
）、
登
機
（
搭

乗
）
が
目
に
付
き
ま
す
。

街
に
は
、
汽
車
（
自
動
車
）
や
機
車

（
オ
ー
ト
バ
イ
）
が
あ
ふ
れ
、
青
信
号

で
一
斉
に
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
機
車
群
は
、

ま
こ
と
に
壮
観
で
す
。

火
車
（
列
車
）
は
、
蒸
気
機
関
車
を

連
想
さ
せ
ま
す
。

集
銀
台
（
レ
ジ
）
は
、
か
っ
て
中
国

を
中
心
に
流
通
し
た
メ
キ
シ
コ
銀
貨
を

「
銀
圓え

ん

」
と
呼
ん
だ
時
代
の
名
残
り
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

台
湾
は
、
日
本
と
同
じ
箸は

し

文
化
圏
で

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
同
じ
箸
文
化
圏

と
い
っ
て
も
、
台
湾
の
箸
は
日
本
の
も

の
と
異
な
り
、
約
27
㎝
と
長
く
、
し
か

も
寸
胴

ず
ん
ど
う

な
の
で
使
い
に
く
い
。

有
名
な
龍
山
寺
で
見
た
台
湾
線
香
や

南
部
に
多
い
ヤ
シ
科
の
檳
椰
子

び
ん
ろ
う
じ

の
幹
も

細
く
て
長
か
っ
た
。

「
百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
」
と
言
い

ま
す
。
文
化
と
美
食
の
島
、
台
湾
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。「
歓
迎
光
臨
！
（
よ

う
こ
そ
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
）
」
と
迎
え

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

近
所
の
家
の
犬
の
こ
と
で
す
。
ど
う

も
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
よ
う
な
の
で

す
が
、
先
日
、
そ
の
犬
が
我
が
家
に
来

て
、
我
が
家
の
犬
（
オ
ス
）
と
交
尾
し

て
い
た
の
で
す
。

相
手
の
犬
は
メ
ス
な
の
で
、
飼
い
主

は

”メ
ス
だ
か
ら
大
丈
夫
“
と
思
っ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。
も
し
避
妊
手

術
を
し
て
い
な
け
れ
ば
ど
う
な
る
の
か

と
心
配
で
す
。

こ
れ
ま
で
、放
し
飼
い
と
い
う
の
は
、

フ
ン
を
ど
こ
に
で
も
し
た
り
、
他
人
に

危
害
を
及
ぼ
し
た
り
…
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
無
用
の
犬
が
で

き
る
こ
と
に
も
な
る
ん
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。

私
は
、
オ
ス
だ
け
が
メ
ス
に
寄
っ
て

い
く
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
逆
も
あ
る
ん
だ
と
も
知
り
ま
し
た
。

ど
う
い
う
つ
も
り
で
あ
の
お
宅
は
放

し
飼
い
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（
多
分
、
散
歩
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
し
ょ
う
…
。
散
歩
さ
せ
て
る

の
を
見
た
こ
と
な
い
も
の
）

桜
ケ
丘
は
、
公
民
館
を
中
心
に
、
”住

み
よ
い
街
づ
く
り
“
運
動
が
盛
ん
な
地

区
で
す
。
私
は
、
こ
の
４
月
か
ら
こ
こ

の
組
長
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
つ
気
が
か
り
だ
っ
た

の
が
、
仕
事
で
留
守
が
ち
な
我
が
家
の

場
合
、
緊
急
の
場
合
の
連
絡
を
ど
う
す

る
か
、
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で
、
両
隣

り
の
人
に
、「
も
し
も
の
と
き
は
…
」

と
相
談
す
る
と
、
二
人
と
も
そ
れ
は
気

持
ち
よ
く
「
協
力
し
ま
す
よ
」
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
”持
つ
べ
き
も

の
は
優
し
い
隣
人
“
と
心
か
ら
感
謝
。

さ
あ
、
ピ
カ
ピ
カ
の
新
組
長
。
こ
の

一
年
、
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
の
出
の
お
ば
ち
ゃ
ま

蛇
の
思
い
出

ペ
ン
ネ
ー
ム

高
山

た
か
や
ま

質
た
だ
し

所
変
わ
れ
ば
・
・
・

匿
名
希
望

放
し
飼
い

ね
こ
ち
ゃ
ん

持
つ
べ
き
も
の
は
…

ペ
ン
ネ
ー
ム
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今
後
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

春
休
み
特
別
企
画

①
ふ
れ
あ
い
動
物
園

本
物
の
動
物
が
や
っ
て
き
ま
す
。

23
日
�
（
須
玖
）
午
前
10
時
〜

24
日
�
（
光
町
）
午
前
10
時
〜

28
日
�
（
毛
勝
）
午
前
10
時
〜

②
く
ま
ご
ろ
う
さ
ん
の
紙
芝
居
（
毛
勝
）

23
日
�
　
午
後
２
時
〜

③
人
形
劇
公
演
「
ど
ん
ぐ
り
座
」（
光
町
）

28
日
�
　
午
後
２
時
〜

14

※
　
毛
勝
児
童
セ
ン
タ
ー
所
在
地
の
表
示
が
「
下
白
水
３
３
５
番
地
２
」
か
ら
「
大
土
居
１
丁
目
38
番
地
」
に
変
っ
て
い
ま
す
。

その１�

小
学
１
〜
６
年
生
の
お
話
し
好
き

21
人
が
集
ま
っ
て
で
き
た
ク
ラ
ブ
で

す
。保

育
所
や
お
年
寄
り
の
施
設
な
ど

で
、
出
前
の
”お
は
な
し
広
場
“
を
開

い
て
い
ま
す
。
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最
近
、
同
僚
が
テ
レ
ビ
を
買
い
換
え

た
。
買
い
足
し
た
、
と
い
う
方
が
正
し

い
。
10
年
以
上
も
使
っ
た
と
い
う
古
い

テ
レ
ビ
は
そ
の
ま
ま
部
屋
の
片
す
み
に

あ
る
ら
し
い
か
ら
。
「
壊
れ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
か
ら
・
・
・
」
と
本
人
は
言
う

が
、
そ
れ
な
ら
別
に
買
わ
な
く
て
も
よ

か
っ
た
の
で
は
（
余
計
な
こ
と
だ
が
）

▼
さ
ら
に
自
称
パ
ソ
コ
ン
通
の
友
人
に

い
た
っ
て
は
、
数
か
月
お
き
に
で
る
新

型
パ
ソ
コ
ン
を
次
か
ら
次
に
買
っ
て
し

ま
い
、
家
中
に
10
台
も
の
旧
型
パ
ソ
コ

ン
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
と
か
。
こ

う
な
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
に
限
ら
ず
作
る

側
の
姿
勢
も
気
に
な
る
が
（
モ
デ
ル
チ

ェ
ン
ジ
は
ほ
ど
ほ
ど
に
）▼
と
こ
ろ
で
、

４
月
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷

蔵
庫
、
洗
濯
機
の
４
品
目
に
限
っ
て
本

格
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
る
。
今
の

と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
、
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
の
品
目

は
増
え
、
消
費
者
の
負
担
も
増
す
か
も

し
れ
な
い
▼
が
、
賢
い
消
費
者
と
な
る

選
択
も
あ
る
。
大
事
に
使
っ
て
や
れ
ば

寿
命
も
伸
び
る
。
頻
繁
な
買
換
え
も
必

要
な
く
な
る
。
結
果
、
消
費
者
の
負
担

も
減
る
と
い
う
わ
け
だ
▼
冒
頭
の
同
僚

だ
っ
て
、
本
当
は
愛
着
が
で
て
捨
て
る

に
捨
て
ら
れ
な
い
に
違
い
な
い
。で
も
、

そ
こ
ま
で
使
い
込
ん
で
く
れ
た
ら
本
望

だ
よ
ね
、
テ
レ
ビ
ち
ゃ
ん
！
　
（
後
）

も
の
を
大
事
に
使
う

問１　②婿押し祭り
問２　③下水道料金　
問３　①遅尻の長尻　
問４　②タイムカプセル
問５　②３月１５日
（応募総数　89通）

４月からのゴミ出し日が変わる地区は？
①若葉台西
②若葉台東
③須玖南

３月８日は何の日？
①国際児童デー
②国際女性デー
③ホワイトデー

自転車を止めてもよいのは？
①西鉄春日原駅周辺の歩道
②他人の庭先
③龍神池駐輪場

わらじとぞうりはどちらが丈夫？
①わらじ
②ぞうり
③どちらも健康にはいいらしい

ネグレクトとは？
①性的虐待
②心理的虐待
③養育怠慢

ヒント　ほかのページを見てください。

なるほどザＫＡＳＵＧＡ

はがきに①市報の月日号、②クイズの
答え、③住所、④氏名、⑤電話番号、⑥市報
に関する感想や要望などを記入し、お送りく
ださい。

〒816－8501
春日市役所秘書広報課

３月20日（当日到着分まで有効）

全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（５００円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表にかえさせ

ていただきます。

問１

問２

問３

問４

問５
応募方法／

あ て 先 ／

締め切り日／

賞品・当選発表／

４
月
の
開
館
を
目
指
し
て
、
伯
玄
町
に
建
設
中

の
春
日
市
商
工
会
館
。
そ
の
商
工
会
が
募
集
し
た

同
館
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
記
念
碑
）
の
デ
ザ
イ
ン

の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
が
斉
藤
志

保
さ
ん
の
作
品
で
す
。

斉
藤
さ
ん
は
現
在
、
春
日
高
校
の
３
年
生
で
、

美
術
部
に
所
属
。
こ
れ
ま
で
彫
刻
の
デ
ザ
イ
ン
は

未
経
験
だ
っ
た
た
め
、”情
報
発
着
拠
点
“
を
テ
ー

マ
に
し
た
石
材
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
聞
い
て
、
初

め
は
頭
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
と
か
。

ど
う
し
よ
う
か
と
悩
み
な
が
ら
も
、
ふ
と
「
窓

か
ら
差
し
込
む
光
、
そ
し
て
そ
の
そ
ば
で
静
か
に

揺
れ
る
カ
ー
テ
ン
を
眺
め
て
い
た
と
き
」
に
今
回

の
デ
ザ
イ
ン
が
ひ
ら
め
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
大
小
の
穴
が
開
い
て
い
ま

す
が
、
こ
の
穴
は
情
報
の
通
路
。
穴
を
通
る
太
陽

の
光
に
よ
っ
て
影
の
形
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
か

ら
、
情
報
が
次
々
に
変
化
し
て
い
く
様
子
を
表
現

し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
一
番
上
の
カ
ギ
穴
は
、

情
報
の
ア
ン
テ
ナ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
へ
の
扉

を
開
く
カ
ギ
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
石
材
と
い
う
固
い
素
材
で
あ

り
な
が
ら
、
光
と
い
う
や
わ
ら
か
な
印
象
で
テ
ー

マ
を
と
ら
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
に
高
く
評
価
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

斉
藤
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
現
在
、
彫
刻

家
の
渡
辺

わ
た
な
べ

隆
美

た

か

み

さ
ん
（
大
分
県
美
術
協
会
会
員
）

が
高
さ
約
２
ｍ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
制
作
中
で
、

３
月
中
旬
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

「
自
分
で
は
立
体
的
な
も
の
は
苦
手
だ
と
思
い

込
ん
で
い
た
」
と
い
う
斉
藤
さ
ん
も
今
回
の
受
賞

で
、
少
し
自
信
が
つ
い
た
と
の
こ
と
。
将
来
は
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け
る
の
が
夢
だ

そ
う
で
す
。

斉
藤
さ
ん
に
と
っ
て
美
術
の
一
番
の
魅
力
は

「
自
分
の
中
に
あ
る
も
の
を
形
に
し
て
表
現
で
き

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
て
く
れ
た
人
が
何

か
を
感
じ
と
っ
て
く
れ
る
こ
と
」
だ
と
か
。
次
は

ど
ん
な
作
品
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
本
当
に
楽
し

み
で
す
。

斉藤
さいとう

志保
し ほ

さん（18歳）
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市の人口
※　市報かすがは森林資源を守るため古紙配合率80%の再生紙を使用しています。
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u
１
月
24
日
　
須
玖
保
育
所
　
　
伝
承
あ
そ
び

２月４日(日)、第43回福岡県民体育大会冬季大会の一つとし
て行われた、「第49回郡市対抗駅伝大会」で県内郡市28チーム
が参加する中、春日市は、総合８位に入賞しました。
コースは、嘉穂町上西郷グラウンドを発着点とする７区間

33.３㎞。春日市は、大会でただ一人の女性ランナー内村
うちむら

元子
も と こ

さんの健闘もあり、昨年の総合順位16位から８位へと大きく
順位を上げたことから、躍進賞の第４位を受賞しました。
総合成績
１位　北九州市（１時間42分10秒）
２位　福岡市（１時間43分12秒）
３位　久留米市（１時間43分58秒）
８位　春日市（１時間53分04秒）

桜ケ丘に住む「青い森の特派員」窪井
く ぼ い

健二
け ん じ

さんが、１
月30日、春日北小学校で“青森県”についての授業を
しました。
地域のユニークな人材に授業をしてもらうという試み
で、窪井さんは、青森県が自分の県をPR

ピーアール

してもらうた
め、全国各地の“青森通”から選んだ「特派員」の一人。
授業では、４年生全員に、青森の自然やお国自慢、特
産物、有名な祭りなどについて、福岡県と対比しながら
話して聞かせました。
子どもたちは、話題が小学校のことに移ると、急に目
を輝かせながら学校生活について立て続けに質問。
なかでも「運動会は冬に雪のなかでやります」という
窪井さんの意外な答えに、子どもたちは「エーッ」と驚
きの声を上げていました。 △東北地方の方言「津軽弁」の楽しい学習も（中央が窪井さん）

v
内
村
元
子
さ
ん
の
力
走

v
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
た
す
き
を
つ
な
ぐ

春日市

第８位入
賞

躍進賞第
４位

uモデルさんには、
写真をさしあげます。

春日チーム参加選手（敬称略）
u吉田

よ し だ

慎
まこと

u桑田
く わ だ

英司
え い じ

u神田
か ん だ

惠蔵
けいぞう

u内村
うちむら

元子
も と こ

u小森
こ も り

祥三
しょうぞう

u�岡
よしおか

栄久
しげひさ

u上松
かみまつ

瀬
せ

浩樹
ひ ろ き

監督 西田
に し だ

順治
じゅんじ




